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研究成果の概要（和文）：本研究は、障害理解のためのハンドクラフト教材開発とICT利用による指導法の改善
の２つの目的から構成されている。
①特別支援教育専攻学生が、病弱・肢体不自由児の困難の擬似体験を可能にする、腎臓病、人工透析、てんか
ん、不随意運動、痙性マヒ、アテトーゼ等の教材を開発した。
②学内限定のWebサイト「教材ライブラリー」を構築した。Webサイトを活用して、特別支援教育専攻学生の指導
方法の改善を試み、その有効性が確認された。学生は、対象児の困難を深く理解し、また、自発的に教材の開発
を始めた。研究結果は、手作り教材とICTの組み合わせで、ディープラーニング・アクティブラーニングが可能
になることを示唆している。

研究成果の概要（英文）：This research had two purpose : to develop new handcraft-teaching materials 
and to improve teaching methods for Special Needs Education Teacher Training Course students. 
First, we developed handcraft-teaching materials. These materials enable the students majoring in 
special needs education to have simulated experiences of the difficulties encountered by children 
with health or motor disabilities. We developed handcraft-teaching material samples relevant for 
children with kidney disease, dialysis treatment, epilepsy, involuntary movement. Second, we built a
 website data base as a "library of teaching materials" restricted to Miyagi University of 
Education. We then tried to improve teaching methods for the students, utilizing this database. 
The result of these attempts suggest the validity of the teaching methods. Students came to a deeper
 understanding of the difficulties of children with health or motor disabilities and they began to 
voluntarily develop teaching materials.

研究分野： 特別支援教育

キーワード： 特別支援教育　障害理解　病弱教育　肢体不自由教育　教材開発　特別支援教育教員養成
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 病弱教育・肢体不自由教育領域は基盤知識
として「心理・生理・病理」の授業が設定さ
れている。Ⅰ型糖尿病についての知識情報と
しては「血糖管理には血糖自己測定やインシ
ュリン自己注射が不可欠であり、怠ることは
生命の危機に直結する」で十分である。しか
し糖尿病児自身は、抵抗感をもちながらも一
日に数回の自身への注射に代表される「生
命」維持のための懸命な治療・管理を行って
いる。教育現場で教師の前に現れるのは、不
安定な病状と心理状態を抱え、生活上の困難
（教育的ニーズ）をもつ子どもである。特別
支援教育専攻学生にとって、困難の一部でも
体験することは、子どもの教育的ニーズを認
識し、指導内容・方法を考える上で重要であ
る。 
 そこで病弱教育・肢体不自由教育領域を対
象として、学生指導・授業に活用する「障害
理解」教材の開発が必要であると考え、先行
研究（挑戦的萌芽研究 H23－25 年度）にお
いて、病弱児・肢体不自由児の「困難」を「体
験」「体感」でき、しかも学生が製作可能な
教材を提示した。その教材の製作材料・方
法・過程を集積した「教材ライブラリー」を
構成し、一部を学内専用 Web サイトに公開
し指導・授業において活用した。 
 しかし提示した教材数は不十分で、また複
数疾患群に共通する困難や、てんかん等の認
識活動に生じる困難理解を促す教材は提案
できていない。加えて、学生の授業内容の理
解に教材製作自体がもつ意味や、対象児の困
難理解における教材作製の意義、さらに指導
内容・方法の吟味も課題として残された。 
 
２．研究の目的 
（１）病弱児・肢体不自由児が経験する困難
の疑似的体験を可能とする教材開発を継続
的に実施する。開発対象は多くの疾患に共通
する生活上の困難や、てんかんなど認識活動
に困難が生じる疾患にも拡張する。加えて廉
価で入手が容易な材料で製作可能な「ハンド
クラフト教材」の開発を行う。 
 （２）一般的な単位時間内で教材製作・体
験可能な指導・授業を実施し、その効果検証
と改善を行う。先行研究で構成した「ＩＣＴ
教材ライブラリー」タブレット版を利用し、
学生が主体的に教材作製に取り組むことが
可能な授業を試行し、授業における教材作製
の位置づけについて検討する。 
 
３．研究の方法 
（１）病弱児の「困難体験」理解を促すハン
ドクラフト教材の開発・充実 
①対象とする疾患・障害・困難の状況：腎疾
患、てんかん、不随意運動などの疾患・障害
を開発対象とする。 
②教材開発のプロセス：対象疾患・障害・困
難に関して、病弱・肢体不自由の「心理・生
理・病理」の授業等で活用する教材のプロト

タイプの製作を行う。プロトタイプに基づく
教材試作モデルを学生指導・授業において提
示し、受講生と研究者による教材作製の意
義・改良点等の評価を経て改良モデルとし、
最終的に完成モデルとして提示する。 
（２）ＩＣＴを活用した「教材ライブラリー」
による指導実践の検証・改善 
①「教材ライブラリー」を活用した指導・授
業実践とその改善：「教材ライブラリー」を
活用し、受講学生による情報収集と討議・教
材作製を要請するとともに授業評価を実施
し、授業と学生の困難理解について検討する。 
②「教材ライブラリー」タブレット版の構築
と改善・修正：学生の評価を踏まえた改善・
修正を行い、著作権等に配慮し所属機関等に
おいて公開する方向で検討する。 
 
４．研究成果 
（１）病弱児の「困難体験」理解を促すハン
ドクラフト教材の開発・充実 
①人工透析メカニズムおよび腎臓疾患を中
心にした教材 
 プロトタイプ：老廃物等を分類・除去し、
必要な物質を回収する状況を可視化したモ
デルである。トボガン様の構造を作り、老廃
物に模したクリップ、ビーズが下方に移動し
ながら分類・除去され、最終的に血液に見立
てた小ビーズのみが回収される。プラ・カッ
プ（小）－１に３カ所、交互に斜めの切込み
を入れ、マグネットシートを差し込む。これ
で老廃物（クリップ）が下方に移動するのを
止める。同じプラ・カップの底に小ビーズの
みが通過可能な孔を開ける。これで老廃物
（大ビーズ）を止める。次にプラ・カップ（小）
－２の下にプラ・カップ（大・底なし）を適
切な高さに切り、つなぎ合わせて空間を作る。
下にタッパーを置き、小ビーズの受け皿とす
る。これら全体をペットボトルに組み込む。
これでろ過と回収の様子が観察可能となる
(図１参照）。 
 
 
 
 
 
 

 
        図１ 

 
腎機能悪化による心臓血管系への影響の

理解を促すモデル：ペットボトルとエアステ
ップ・ポンプによって腎臓の仕組みを再現し、
全身を巡る血管系から一旦腎臓に流れ込み、
次に再度身体に還流する血液の様相を荷造
り用テープの揺れる様子で示す。荷造り用テ
ープが揺れない状況（腎機能低下）になると、
バルーンでできた心臓モデルに空気（血液）
が流れ込み膨張する。これが腎機能低下を原
因とする心臓血管系疾患の発症モデルであ
る。 



血液中の不要物質を段階的に濾過・除去する
可視化モデル：ペットボトル（底なし）３本
と、３種のプラスチックコップ（底に穴）で
３層の濾過システムを作る。ゲル状の洗濯糊
を着色（赤）し、３種類の大きさのビーズを
中に入れ、血液内に浮遊する擬似不要物質と
する。この擬似不要物質を濾過システムに流
し込むと、各層でプラスチックコップの穴が
フィルターとなり濾過・通過が再現される。 
透析原理を再現したモデル：筒状透析膜の中
に、糖とカルシウムを混ぜたコーラを入れる。
この筒状膜にタンパク質を溶解した水を入
れたタッパー内に沈める。時間経過とともに
糖とタンパク質が移動する。試薬でチェック
すると、糖・カルシウム検査試薬が陽性を示
す。これは、コーラの糖・カルシウムが水へ
移動したことを示す。一方、タンパク質は陰
性のままであり、水に溶解したタンパク質は
透析膜を通過しないことを示す。材料は、透
析用半透膜、タンパク質・糖・カルシウム検
査試薬、粉末コラーゲン、粉末カルシウム、
ペット用水質検査試薬、タッパー、ストロー、
スポイド、牛乳・コーラである。透析膜以外
は一般商品であり、また透析膜も理科教材と
して容易に入手可能である。 
②てんかんの理解を中心にした教材 

プロトタイプ：「てんかん発作」を生活行
動的側面から「意識レベルの低下」として捉
え、適応に必要な「情報欠落」とそれによる
困難を体験するモデルを提示した。ＩＣＴ機
器のチュートリアル・ビデオを素材として編
集し「情報欠落」を再現したものと、原版と
を比較させ、「情報欠落」による適応困難を
体験させる教材と授業実践を提示した。 
発作の病理メカニズムのイラストによる可
視化デル：大脳皮質の興奮及び抑制ニューロ
ンの活動バランスを、２人の子どものイラス
ト（２種のニューロン群）で示し、バランス
の崩れ（ケンカ）と再安定化（仲直り）によ
り、発作と回復とを表現する。崩れと再安定
化を脳のイラスト上の位置や広がりを変え
て、部分・全般発作を表現する（図２参照）。 
 
 
 
 
 
 

図２ 
 
ＶＴＲ視聴と討論場面から構成した違和感
体験モデル：「てんかん」を対象としたＶＴ
Ｒ（一部編集）視聴後の討論において、教員
の発問による学生の混乱発生と終息を通し
て、「情報欠落」を体験させる授業形式の提
案がなされた。編集ＶＴＲに無い内容を話題
とし、学生から違和感を意図的に引き出すと
ともに、集団討論により学生相互間にも違和
感を体験させる。その後に「ネタ」を明かし、
「線」と想定している情報が、断線して「点」

として認知されることを知り、混乱要因とし
て「てんかん発作」を想定する必要性の理解
を促す。 
発作の予測困難・不安感の体験モデル：ポリ
容器・大を大脳皮質と想定し、中に水風船を
入れる。クリップを利用し、ポリ容器・小を
上記ポリ容器・大にバランスをとって載せ、
興奮・抑制が均衡した神経活動とみなす。ポ
リ容器・小に重さを変えた複数の乾電池（誘
因）を取り替えたり、加えたりして載せる。
ある重さや組み合わせにより、ポリ容器・小
が落下し水風船が破裂する。これが発作で、
乾電池の重さと組み合わせを発作の誘因と
想定し、発作（水風船の破裂）の予測困難を
可視化する（図３参照）。 
 

 
図３ 

 
③不随意運動の理解を中心にした教材 
 プロトタイプ：「不随意運動」を「動作の
意図」と「動作の実行」との齟齬と、その結
果生じる「苛立ち感情」として体験するモデ
ルである。手袋と幅広ゴムを利用し、対向す
る指先で小さなビーズを掴もうとすると、ゴ
ムにより逆方向に引っ張られてしまい、上手
に掴めず、イライラを体験するモデルである。 
 錐体路系・錐体外路系の調和的作動の乱れ
としての不随意運動の可視化モデル：大脳か
らの運動指令を「水」に、一方、運動出力を
水が回す水車の「動き方」と想定する。二系
統の「水の流れ」を錐体路系・錐体外路系と
仮定する。この二系統の「水の流れ」を操作
し、水車を「適度に・非常に早く・非常に遅
く・速度が不規則」に変化させながら回転さ
せ、錐体路と錐体外路の相補的な機能と不随
意運動（不規則な回転）を可視化する（図４
参照）。 

 
図４ 

 
 マグネット利用による錐体路系・錐体外路
系作動の乱れの可視化モデル：ぶら下げられ
た「手の平」オモチャの振り子様振れを運動
出力とみなす。「掴もうとする対象」に「手
の平」が上手く「くっ付く（掴む）」様子を、
マグネットの配置・強度調整・反発を利用し
た妨害により再現する。錐体路・錐体外路の



相互調整や崩壊による随意・不随意運動を示
す。応用として「特定対象を指示棒でさす」
随意運動課題場面を構成し、指示対象（裏面
に強力磁石）と指示棒（先端に強力磁石）の
極性を利用して混乱させるモデルも提示さ
れた。 
 動作遂行時の意図に反した動作発生体験
モデル：手袋の親指・人差し指・中指に極性
を考慮するとともに強度調整を行った小型
超強力マグネットを貼り付ける。親指と人差
し指の対向で小粒（豆）を掴もうとするが、
双方の指の先端の極性により反発する一方、
親指と中指が強く引き合い密着し、目的の小
粒を掴むことができない。意図した動作がで
きないことによる「苛立ち感情」を体験する
モデルである（図５参照）。 

 
図５ 

 
（２）ＩＣＴを活用した「教材ライブラリー」
による指導実践の検証・改善 
①指導実践の設定：特別支援教育関連科目の
ひとつ（特別支援教育実践演習 15 コマ）の
中の５コマ分において学生 38 名を対象とし
て、「病弱児の困難を理解するための教材作
製」として指導実践と検証を行った。１時限
はオリエンテーションと「病弱児の困難に関
するビデオ映像視聴」「教材サンプル提示」
「教材ライブラリー活用ガイダンス」、２～
４時限は６グループでの製作活動、５時限は
グループ単位でプレゼンテーションを実施
した。 
②授業評価と分析：授業終了後、「子どもを
指導するうえでの教材の意義」「教員および
教員をめざす学生が実際に教材を作製する
意味」「教材作製を行ったこの授業の感想」
の３項目の記述式レポートを課した。回収後、
各記述のテキストデータを KH Coder により、
使用「語」抽出と「語」間相互の共起ネット
ワークを表示・分析を行い、「教材の意義」「教
材作製の意味」、病気の子どもの困難理解に
とって教材作製を行った「授業の感想」を検
討した。 
③分析結果と考察：38 名分、３項目、総計
114 件の自由記述を分析対象とした。単純集
計の結果、119 の段落、768 の文が確認され
た。総抽出語数は 25,106、異なり語数（文に
含まれていた語数）は 1,700 で、そのうち分
析対象語は 9,114 語であった。同じ意味に使
用されていると想定される語をまとめ、上位
30 語とその出現頻度を抽出した。その結果、
「教材」「理解」「作製」「子ども」「考える」
「病気」が 200 以上出現し、「病弱児の困難

を理解するための教材作製」が学生に浸透し
ていると想定された。 
  頻出語 30 以上をクラスターとして分類す
ると、「教材」を「作製すること」が「病気」
やその「体験」を「理解」「考える」ことに
つながる可能性が高いことが推測された。似
通った出現パターンを示す語を線で結ぶと、
「教材作製」「病気の疑似体験が組み込まれ
た授業」「子ども」「病気理解」が連結するネ
ットワークが観察され、上記の可能性を支持
する。 
これらから、「ＩＣＴ教材ライブラリー」

を活用しつつ「ハンドクラフト」を取り入れ
た授業構成は、学生における障害理解を促す
可能性が高いことが分かる。 
④授業における学生の変容：「教材ライブラ
リー」を活用しての学生の教材作製において、
大きく分けて２種類の変容が観察された。 
 ひとつは、ライブラリー参照に活用する媒
体の変化である。当初は、グループ毎の端末
活用を想定し、授業者が準備したタブレット
端末を各グループ１台配布した。しかし次第
に、学生各自のスマートフォンやタブレット
端末、ＰＣの活用へと変わっていった。これ
は学生が日頃から使用する端末の使い勝手
の良さによるものであろう。本研究において
は、特定の端末に依存しないフレキシブルな
「ライブラリー」サイトの改修を行っており、
その有効性が示唆されたものと言える。 
 ふたつ目としては、学生が作製する教材の
対象疾患の種類の増加である。当初はライブ
ラリー上にある教材のコピーを作製する志
向が強かった。しかし授業回数が進行するに
伴い、専攻等を考慮せずにランダムに組み合
わせた学生グループ内の議論が活性化する
と共に、ライブラリー・サンプル以外の疾
患・障害にも作製対象が拡大した。中耳炎、
オスグッド病、伸筋・屈筋バランス崩壊によ
る随意運動困難などがそれである（図６参
照）。 
 

 
図６：伸筋・屈筋のバランス教材 

 
これはライブラリー活用を起点としつつ、

グループ内学生の情報交流の活性化、教材作
製のための各種情報収集の深化・活発化の成
果であると言える。 
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